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第６学年 算数科学習指導案 

指導者 森河 裕子 

                

１ 日   時  令和元年１１月１５日（金）  ５校時 

２ 学年・学級  第６学年１組  男子２１名  女子１６名  計３７名 

３ 単 元 名  比例と反比例 ～「ともなって変わる二つの数量関係博士」になろう～ 

４ 場   所  ６年１組教室 

５ 本単元で児童に働かせたい「見方・考え方」 

伴って変わる二つの数量を見いだして，それらの関係に着目し，目的に応じて表や式，グラフを用いてそ

れらの関係を表現して，変化や対応の特徴を見いだすとともに，それらを日常生活に生かすこと 

６ 単 元 観 

本単元は，比例，反比例の意味や性質を理解するとともに，伴って変わる二つの数量について，それらの関

係に着目して変化や対応の特徴を考察し，問題を解決する力を伸ばしていくことを主なねらいとしている。 

（１）本単元の指導内容 

学習指導要領に照らし合わせて，主に次の３点にまとめられる。 

① 比例の関係の意味や性質を理解すること 

② 比例の関係を用いた問題解決の方法について知ること 

③ 反比例の関係について知ること 

（２）本単元の目標 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

身の回りから，比例関係

や反比例関係になってい

る，伴って変わる二つの数

量を見つけだそうとする。 

比例関係や反比例関係

の式やグラフなどを用い

て問題を解決することが

できる。 

比例関係や反比例関

係を，式や表，グラフに

表すことができる。 

比例や反比例の意味

や性質を理解すること

ができる。 

７ 児童の実態 

【学習内容に対する実態】 

  本単元の学習を進めるに当たって，既習内容の理解について実態把握をするためのテストをした。 

（実施人数３５人） 

設問 問題内容 考え方 技能 知識・理解 通過人数・割合 

１ 伴って変わる二つの数量について，比例関係に

あるかを判断する問題 

①分速 80ｍで歩く人の歩いた時間（分）と道のり（ｍ）の関係を表

にかき，比例関係にあるかを判断する。 

②面積が 24㎠の平行四辺形の底辺の長さ（㎝）と高さ（㎝）の関

係を表にかき，比例関係にあるかを判断する。 
 

  ○ 

①３０人 

（８６％） 

②２８人 

（８０％） 

２ 比例している根拠を説明する問題 

比例していると思う理由を言葉や式を使って答える。 
 

○   
２５人 

（７１％） 

３ 伴って変わる二つの数量の変化の様子を表に

かき，その関係を式に表す問題 

１辺が１㎝の正三角形を並べ，三角形をつくっていく。 

①だんの数（だん）とまわりの長さ（㎝）の関係を表に書く。 

②だんの数を○，まわりの長さを△としてその関係を表す式をかく。 
 

 ○  

①３４人 

（９７％） 

②２３人 

（６６％） 

   

設問１の結果から，二つの数量の変わり方についてはほぼ理解できているが，比例していないことについて
は比例していることに比べ理解が難しいことが分かった。設問２の結果から，比例している根拠を言葉や式で
説明できる児童は約７割であり，既習事項である比例の意味について確認しておく必要があることが分かった。
設問３の結果から，変わる様子を表に表すことはできるが，その関係を式に表すことには課題があることが分
かった。 
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テキストボックス



- 49 - 

 

【「資質・能力」，「見方・考え方」の実態】 

資質・能力 小分類 内容 
アンケート（4段階） 

肯定的評価人数・割合 

課題発見・

解決力 

問題意識 自分の課題として，解決の見通しをもち，進んで取

り組んでいる。 

３２人 

（９４％） 

コミュニケ

ーション能

力 

合意形成能力 話し合うとき，友達の考えを受けとめたり自分の考

えを出し合ったりすることで，解決策を見つけてい

る。 

３２人 

（９４％） 

批判的思考 課題を解決するために，他の人と考えが違うことや，

改善点を言うことができている。 

２７人 

（７９％） 

主体性 既有の 

知識・技能 

新しいことを学習する時に，今まで学習したことを

思い出して考えようとしている。 

３２人 

（９４％） 

自己肯定感 メタ認知 学習の途中や学習後に，友達から学んだことや解決

に役に立った考えについて振り返っている。 

３１人 

（９１％） 

見方・考え方 

図や式，言葉をつかって考えの理由を説明したり，

いくつかの考えからきまりを見つけたり，似ている

ところや違うところを比べたりしている。 

３０人 

（８８％） 

「資質・能力」「見方・考え方」の実態調査の結果から，「問題意識」「合意形成能力」「既有の知識・技能」に

対する肯定的評価は概ね高いことが分かった。また，「批判的思考」に対する肯定的評価は他に比べてやや低く，

今後の継続的な指導が必要であることが分かった。 

 

８ 「見方・考え方」を働かせて深く学び合うための指導観 

  本単元では，比例を中心に，伴って変わる二つの数量関係を身の回りから多数取り上げ，その変化や対応の

特徴に目を向けさせながら児童の興味・関心を大切にした単元構成を行うことで，「課題発見・解決学習」を展

開し，「主体的な学び」を実現させたい。そこで，導入時に身の回りにある様々な事象の変化から伴って変わる

二つの数量を取り上げ，その依存関係に着目させてそれらの数量の対応や変化の特徴を概観させる。この活動

の中で，既習の比例関係を想起させたり比例以外の関係もありそうだと興味をもたせたりすることで，伴って

変わる二つの数量がどんな関係にあるかを見分けられる博士になろうと呼び掛け，単元の課題へとつなげてい

く。そして，単元末には，児童自身に，身の回りから伴って変わる二つの数量関係を多数取り上げさせ，比例，

反比例，どちらでもないなどの関係を，その変化や対応の特徴から適確に判断することができるようにさせた

い。また，単元を通して，解決過程を振り返る場を設定することで，自己の成長に気付かせていきたい。さら

に，３点の指導内容にそって以下の指導を行う。 

 

① 比例の関係の意味や性質を理解すること 

まず，５年生までに指導してきた伴って変わる二つの数量関係について整理する立場から，比例の定義と

性質を理解させる。一方がｍ倍になれば他方もｍ倍になることと，対応する値の商が常に一定になっている

ことを，表を使って具体的に調べる活動を丁寧に行い，この定義と性質を使って比例する事象かどうかを確

実に判断できるようにさせたい。次に，比例のグラフは原点を通る「直線」になることを確かめさせるため

に，表や式からグラフに表す活動を丁寧に行う。最後に，伴って変わる二つの数量が比例関係にあるかどう

かを判断するために，適切な表現の仕方を選び，表・式・グラフを活用して分かりやすく説明ができるよう

にする。 

② 比例の関係を用いた問題解決の方法について知ること 

日常生活における問題を解決する際に，比例の関係を利用することで手際よく問題が解決する場合がある

ことを指導する。ここでは，比例の関係が有効に用いられる問題場面を用意し，比例の関係を用いると能率

よく問題を解決することができるなどのよさを実感させることで，日常生活や算数の学習などの場面で，能

率のよい処理の仕方を求めて，進んで比例の関係を生かしていこうとする態度を養っていきたい。 

③ 反比例の関係について知ること 

反比例の関係については，比例の関係と対比させて考えさせることで，児童自身が変化や対応の特徴の違

いに気付き，定義や性質を見つけていくことができるようにしていく。 
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９ 単元の評価規準 

 関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

評価規準 

・伴って変わる二つ

の数量関係を調べ

ようとし，見通し

をもって学習しよ

うとしている。 

・伴って変わる二つ

の数量関係を，仲

間分けしようとして

いる。 

・対応する値の関係を考えるこ

とができている。 

・比例（反比例）しているかど

うかの判断ができている。 

・ｘとｙが比例していることを，

表，式，グラフを使って判断

することができている。 

・比例関係を利用して，能率よ

く測定したり，その理由を説

明したりすることができてい

る。 

・比例（反比例）

する関係を文字

の式に表すこと

ができている。 

・比例する事象を

式に表して，グ

ラフをかくこと

ができている 

・比例のグラフを

読み取ることが

できている。 

・比例（反比例）の定

義や性質を理解して

いる。 

・比例のグラフのかき

方と特徴を理解して

いる。 

・反比例のグラフの特

徴を理解している。 

 

１０ 指導と評価の計画（全１６時間） 

  

次 
小
単
元 

時
数 

学習内容 

評価規準 働かせたい

数学的な 

見方・考え

方 

 
関 考 技 知 

教科観点 

（評価方法） 

資質・能力 

（評価方法） 

１
（
１
） 

        １ 

(10) 

課
題
発
見 

１ 

・伴って変わる二つ

の数量にはいろい

ろな関係があるこ

とに関心をもち，

単元学習の見通し

をもつ。 

◎    ・伴って変わる二つ

の数量関係を調べ

ようとし，見通し

をもって学習しよ

うとしている。 

（行動観察・ノート） 

 

 

伴って変わる二

つの数量関係を

詳しく調べよう

という目的意識

をもっている。 

（発言・ノート） 

・関数的な

考え 

・類推的に

考える 

２
（
８
） 

比 

例 

２ 

・時間と水の深さが

どのように変化し

ていくかを考え

る。 

・比例の定義と性質

を知る。 

 ◎  ○ ・二つの量の対応す

る値の関係につい

て，変化や対応の

特徴を見つけ，表

や式，言葉で説明

することができて

いる。 

・比例の定義や性質

を理解している。 

（行動観察・ノート） 

 

 

時間と水の深さ

の関係について

調べ，既習の比例

の学習と関連付

けて考えている。

（発言・ノート） 

・関数的な

考え 

・類推的に

考える 

・帰納的に

考える 

・式につい

て考える 

３ 

・針金の長さと重さ

の関係を表した表

を縦や横に見て，

比例しているかど

うかを考える。 

 ◎   ・比例しているかど

うかの判断ができ

ている。 

（行動観察・ノート） 

 

 

針金の長さと重

さの関係につい

て調べ，既習の比

例の定義や性質

を考えている。

（発言・ノート） 

・表現の仕

方につい

て考える 

・演繹的に

考える 

問題意識 

既習の知識・技能 

既習の知識・技能 

「ともなって変わる二つの数量関係博士」になろう 
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２
（
８
） 

比 

例 

４ 

・比例する二つの量

の関係を，一方を

ｘ，他方をｙとし

て式で表す。 

  ◎  ・比例する関係を文

字の式に表すこと

ができている。 

（行動観察・ノート） 

 

 

既習の比例する

二つの量の対応

する値の関係と

比例の式を関連

付けながら考え

ている。 

（発言・ノート） 

・類推的に

考える 

５ 

・比例の関係をグラ

フに表すことを考

え，かき方と特徴

を理解する。 

   ◎ ・比例のグラフのか

き方と特徴を理解

している。 

（行動観察・ノート） 

 

 

正答と誤答を比

較しながら，グラ

フのかき方と特

徴を捉えている。 

（発言・ノート） 

・表現の仕

方につい

て考える 

６ 

・比例する二つの数

量関係を，式やグ

ラフに表す。 

 

  ◎  ・比例する事象を式

に表して，グラフ

をかくことができ

ている。 

（ノート） 

 

 

複数のかき方を

比較しながら，正

確にかつ簡単に

かく方法を考え

ている。（ノート） 

・式につい

て考える 

７ 

・グラフを見て，比

例しているかどう

かを判断したり，

数値を読んだりす

る。 

  

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

・比例のグラフを読

み取ることができ

ている。 

（行動観察・ノート） 

 

 

 

グラフから読み

取れることをグ

ラフを指し示し

ながら説明し合

い，共感的に理解

している。 

（発言・ノート） 

・表現の仕

方につい

て考える 

８ 

・縦２㎝の長方形の

横の長さと面積の

関係を，表，グラ

フ，式を使って調

べる。 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ｘとｙが比例して

いることを，表，

式，グラフを使っ

て判断することが

できている。 

（行動観察・ノート） 

 

 

二つの数量の関

係が比例してい

るかを表，式，グ

ラフを用いて説

明し合い，自他の

考えの相違点や

共通点を考えな

がら共感的に理

解している。 

（発言・ノート） 

・式や表現

の仕方に

ついて考

える 

既有の知識・技能 

合意形成能力 

 

合意形成能力 

 

批判的思考 

 

批判的思考 
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 ９ 

・練習問題をする。 

 

 

  

 

◎ 

 

 

 

 

 

・これまでの学習を

活用して，練習題

を解くことができ

ている。 

（ノート） 

 

 

これまでの学習を

生かして，問題を

解決している。 

（ノート） 

・類推的に

考える 

 

３
（
１
） 

 

比
例
を
使
っ
て 

10 

・ベニヤ板のおよそ

の枚数を，厚さは

枚数に比例するこ

とから計算で求め

る。 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・比例関係を利用し

て，能率よく測定

したり，その理由

を説明したりする

ことができてい

る。 

（行動観察・ノート） 

 

 

既習の比例関係

を利用して，問題

の解決方法を考

えている。 

（発言・ノート） 

・関数的な

考え 

・類推的に

考える 

４
（
４
） 

 

      

反
比
例 

 

 

 

 

11 

・長方形の面積が一

定のときの縦と横

の長さがどのよう

に変化していくか

を考察する。 

・反比例の定義と性

質を知る。 

 ◎  

 

 

 

 

○ ・二つの量の対応す

る値の関係につい

て，変化や対応の

特徴を見つけ，表

や式，言葉で説明

することができて

いる。 

・反比例の定義や性

質を理解してい

る。 

（行動観察・ノート） 

 

 

反比例の関係に

ついて，その変化

や対応の特徴を

比例の場合と比

べながら考えて

いる。 

（発言・ノート） 

・関数的な

考え 

・式や表現

の仕方に

ついて考

える 

・類推的に

考える 

・帰納的に

考える 

 

12 

・速さと時間の関係

を表す表を縦や横

に見て，反比例し

ているかどうかを

考える。 

 ◎   ・反比例しているか

どうかの判断がで

きている。 

（行動観察・ノート） 

 

 

時速と道のりの

関係を既習の反

比例の定義や性

質を使って考え

ている。 

（発言・ノート） 

・表現の仕

方につい

て考える 

・演繹的に

考える 

13 

・反比例する二つの

量の関係を，一方

をｘ，他方をｙと

して，式で表す。 

  ◎ 

 

 

 ・反比例する関係を

文字の式に表すこ

とができている。 

（ノート） 

 

 

反比例する関係

を既習の文字を

使った式と関連

付けて考えてい

る。 

（発言・ノート） 

・式につい

て考える 

・類推的に

考える 

14 

・反比例の関係をグ

ラフに表し，反比

例のグラフの特徴

を理解する。 

   ◎ ・反比例のグラフの

特徴を理解するこ

とができている。 

（行動観察・ノート） 

 

 

既習の比例のグ

ラフとの違いを

考えながら考え

ている。 

（発言・ノート） 

・表現の仕

方につい

て考える 

既有の知識・技能 

 

既有の知識・技能 

 

既有の知識・技能 

 

既有の知識・技能 

 

既有の知識・技能

方 

既有の知識・技能 

（
本
時
） 
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１１ 思考力・判断力・表現力を評価するパフォーマンス課題およびルーブリック 

【パフォーマンス課題】 

24 ㎞の道のりを行くときの時速と時間の関係を調べたら次の表の

ようになりました。時間は時速に反比例すると言えますか。 

見つけたきまりを表に書き込み，その理由を説明しましょう。 

 

 
時速 ｘ（㎞） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

時間 ｙ（時） 24 12 ８ ６ 4.8 ４ 

 

【パフォーマンスの評価基準（ルーブリック）】 

評価基準 児童生徒のパフォーマンス事例 基準達成への手立て 

Ⅳ ①反比例していると判

断している。 

②反比例の変化と対応

の両方の特徴につい

て書き込みをしてい

る。 

③反比例の変化と対応

の両方の特徴につい

て説明している。 

 

・反比例しています。 

・理由は，時速が２倍，３倍，… になると，時間は 

１/２，１/３，…になっているからです。また，表を

縦に見たときに，ｘ×ｙがきまった数（２４）になっ

ているからです。 

 

２４ ２４ ２４ ２４ ２４ ２４ 

時速 ｘ（㎞） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

時間 ｙ（時） 24 12 ８ ６ 4.8 ４ 

・表の縦と横の両方に

目を向けてきまり

を見つけるように

促す。 

Ⅲ ①反比例していると判

断している。 

②反比例の変化と対応

のどちらかの特徴に

ついて書き込みをし

ている。 

③反比例の変化と対応

のどちらかの特徴に

ついて説明してい

る。 

（基準Ⅲを評価規準と

する） 

・反比例しています。 

・理由は，時速が２倍，３倍，・・・になると，時間は 

１/２，１/３，… になっているからです。 

 

 

 
 

時速 ｘ（㎞） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

時間 ｙ（時） 24 12 ８ ６ 4.8 ４ 

・板書の表やまとめを

基に書き込みや説

明を書かせる。 

Ⅱ ①反比例していると判

断している。 

②書き込みができな

い。 

③説明をしている。 

・反比例しています。 

理由は，時速が２倍，３倍，・・・になると，時間は 

１/２，１/３，… になっているからです。 

・まとめを基に反比例

していることを理

解させる。 

Ⅰ ①反比例していると判

断できない。 

・反比例していません。  

５
（
２
） 

 

習
熟 

15

・

16 

・身の回りにある伴

って変わる二つの

数量関係を仲間分

けする。 

・学習の定着を図る。 

 

 

◎  ○  ・伴って変わる二つ

の数量関係を仲間

分けしようとして

いる。 

・正確に問題を解く

ことができてい

る。（ノート） 

 

 

これまでの学習を

生かして，問題を

解決している。 

（ノート） 

・関数の考

え 

・類推的に

考える 

既有の知識・技能 

 

２倍 ３倍 ４倍 

× × × × × × 

２倍 ３倍 ４倍 
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１２ 本時の展開 

（１）本時の目標 

  ○ 長方形の面積が一定のときの縦と横の長さの関係について調べる活動を通して，反比例の定義や性質に

ついて理解し，比例の定義や性質と比べながら表や式，言葉を用いて説明することができる。 

（２）本時の評価規準 

○ 二つの量の対応する値の関係について，変化や対応の特徴を見つけ，表や式，言葉で説明することがで

きている。 

○ 反比例の定義や性質を理解している。 

（３）本時で育成したい資質・能力 

○ 反比例の関係について，その変化や対応の特徴を比例の場合と比べながら考えている。 

（既有の知識・技能） 

（４）本時で働かせたい「数学的な見方・考え方」 

・伴って変わる二つの数量関係に着目し，比例の場合と対比しながら，表を縦に見たり横に見たりして変

化や対応の特徴を考察しようとする。 

・反比例の定義や性質を，比例の場合と同様に表や式，言葉を用いて説明しようとする。 

（５）準備物 

  ・長方形の図 ・掲示用の表 ・適用題 

（６）本時の展開 

 学習活動 ○指導・支援 ☆評価 ★評価（資質・能力） 

問 

題 

把 

握 

１ 問題を把握し，学習課題を設定する。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 面積が１２㎠の様々な長方形を提示し，

縦の長さの変化に伴って変わるものに着目

させながら，本時は長方形の縦の長さと横

の長さの変化の関係について調べるという

学習課題を設定する。 

 

○ 「既有の知識・技能」につながる振り返

りの視点「課題解決に役立った考え方は～」

「前に学習した～を使って」を事前に提示

しておくことで，児童への意識付けを図る。 

個 

人 

思 

考 

２ 調べるために表に整理することを確認し，表から調べ

たことをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦の長さ 

（ｃｍ） 
1 2 3 4 5 6 

横の長さ 

（ｃｍ） 
12 6 4 3 2.4 2 

○ 既習の比例の学習を想起させ，伴って変

わる二つの数量関係を調べるには，どんな

方法が有効かを問うことで，表に整理する

ことを確認する。 

 

○ 表に矢印や記号，数値や式，言葉など，

気付きを書き込ませることで，比例関係と

比べながら考えられるようにし，見つけた

きまりをノートに書かせておく。 

 

○ 比例のきまりを学習したときの表を掲示

しておくことで，変化と対応についての見

方を想起させ，きまりを見つけられない児

童への手立てとする。 

長方形の縦の長さと横の長さの関係を調べて説明しよう。 

面積が１２㎠の長方形があります。 

縦と横の長さはそれぞれ何㎝の長方形になりますか。 

縦の長さが変わっていくと，それに伴って何が変わっ

ていきますか？ 

２倍 

1/2倍 

３倍 
６×２

＝12 

２倍 

1/3倍 

備 

1/2倍 

・表を縦や横に見て，きまりを見つけている。 

・表からきまりを見つけることができない。 

・縦１２㎝，横１㎝です。 

・縦６㎝，横２㎝です。 

 

・長方形の形が変わっていきます。 

・長方形の周りの長さが変わっていきます。 

・横の長さが変わっていきます。 
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理 

解 

３ 自分の考えを発表したり，他者の考えを読み取ったり

する。 

考え① 変化の特徴（表を横にみる） 

 

 

 

 

考え② 対応の特徴（表を縦にみる） 

 

 

 

 

○ 見つけたきまりを表に書き込ませながら

説明をさせることで，自分の考えを他者に

分かりやすく説明できるようにする。 

 

○ 友達の考えを読み取って，再度自分の言

葉で説明させたり，ペアで確認させたりす

ることで，反比例の定義や性質への理解を

深めさせる。 

 

○ 変化や対応の特徴を，比例の学習と同様

に整理して板書することで，反比例の定義

や性質を，比例の場合と対比して考えるこ

とができるようにする。 

熟 

考 

４ 反比例の変化や対応の特徴を，比例の場合と比べなが

らまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

○ 新しい算数用語「反比例」について知ら

せ，反比例の変化や対応の特徴を，既習の

比例の場合と比べながら自分の言葉で書か

せたり，話し合わせたりすることで，比例

と反比例の違いに気付くことができるよう

にする。 

 

 

★ 反比例の関係について，その変化や対応

の特徴を比例の場合と比べながら考えてい

る。      （既有の知識・技能） 

 

ま
と
め
・
振
り
返
り 

５ 学習をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

６ 適用題（パフォーマンス課題）を行う。 

 

 

 

 

 

 

７ 振り返りをする。 

時速 ｘ（㎞） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

時間 ｙ（時） 24 12 ８ ６ 4.8 ４ 

 

〇 反比例の定義と性質を比例と対比させな

がら確認することで，反比例の変化や対応

の特徴を確実に捉えられるようにする。 

 

〇 一般化したきまりを本時の問題場面とつ

なげて考えさせることで，反比例の定義や

性質への理解を深めさせる。 

 

 

 

☆ 二つの量の対応する値の関係について，

変化や対応の特徴を見つけ，表や式，言葉

で説明することができている。 

☆ 反比例の定義や性質を理解している。 

 

・縦の長さが２倍，３倍，… になると，横の長さが 

１/２，１/３，… になっています。 

・縦の長さが１/２，１/３，… になると，横の長さ

が２倍，３倍，… になっています。 

 

・ｘの値が２倍，３倍，… になると，ｙの値が１/２，

１/３，… になります。 

・ｘの値×ｙの値＝きまった数 

・ｙの値＝きまった数÷ｘの値 

長方形の横の長さは縦の長さに「反比例する」と言い

ます。縦の長さを x ㎝，横の長さをｙ㎝として反比例

のきまりをまとめましょう。 

「横の長さは縦の長さに反比例する」 

「ｙはｘに反比例する」 

・ｘの値が２倍，３倍，… になると，ｙの値が 

１/２，１/３，…になる。 

・ｘの値×ｙの値＝きまった数 

 

 

24 ㎞の道のりを行くときの時速と時間の関係を調べ

たら次の表のようになりました。時間は時速に反比例

していると言えますか。見つけたきまりを表に書き込

み，その理由を説明ましょう。 

・比例の学習と同じように，表にかいて整理し，表を縦

に見たり横に見たりするときまりが見つけやすかっ

たです。 

・反比例のきまりを，比例のきまりと比べながら考える

ことができました。 

・縦の長さと横の長さの値の積は，いつも１２になっ

ています。 

・（縦の長さ）×（横の長さ）＝１２になっています。 

・（横の長さ）＝１２÷（縦の長さ）になっています。 
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１３ 板書計画 

                 課 

問                                                

 

 

 

                                 

            

       

 

        

           

  

                                                                                                                   

                                                                                                              

 

縦の長さが変わると・・・ 

 

 

            が変わる                             ふ 

                                              

                     比例かな？   反比例 
 

縦の長さ 

ｘ（ｃｍ） 
1 2 3 4 5 6 

横の長さ 

ｙ（ｃｍ） 
12 6 4 3 2.4 2 

 

時速 ｘ（㎞） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

時間 ｙ（時） 24 12 ８ ６ 4.8 ４ 

 

練

  

長方形の縦の長さと横の長さの関係を調べて説明しよう。 

 

形 

周りの長さ 

横の長さ 

〈縦の長さ〉 〈横の長さ〉 

２倍  ➡ １/２倍 

３倍  ➡ １/３倍 

… 

６倍  ➡ １/６倍 

１/６倍  ➡  ６倍 

… 

面積が１２㎠の長方形があります。

縦と横の長さはそれぞれ何㎝の長

方形になりますか。 

反比例している。 

時速が２倍，３倍…になると，速さは１/２，

１/３…になっている。 

（時速）×（時間）＝２４になっている。 

22 

２倍 

1/2倍 

３倍 

６×２

＝12 

２倍 

1/3倍 

備 

1/2倍 

横の長さは縦の長さに反比例する 

ｙはｘに反比例する 

・ｘの値が２倍，３倍，… になると， 

ｙの値が１/２，１/３，… になる。 

・ｘの値×ｙの値＝きまった数 

ま 

・課題解決に役立った考え方は～ 

・前に学習した～を使って 

算数のカギ 

表や式に表す， 比例のきまりと比べる 

（縦の長さ）×（横の長さ）＝１２ 

            きまった数 

（横の長さ）＝１２÷（縦の長さ） 

よこのきまり たてのきまり 




